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電気伝導度は塩分濃度の指標です。

岩海岸の海水の電気伝導度は約4,000mS/m

現在、地下水位は標高約2.5mで安定している

現在、地下水の電気伝導度は約15mS/m弱で安定している

真鶴町の地下水観測結果の公表

【地下⽔調査の⽬的】
真鶴町では町営⽔道をはじめ、多くの⽅が飲⽤・雑⽤・事業⽤に地下⽔を利⽤しており、その貴重な⽔源を将来にわたって保全・再⽣をしていかなければなりません。
特に、真鶴町は海に⾯しているため、塩⽔化の進⾏が懸念されます。⼀度塩⽔化が⽣じてしまうとすぐには元に戻りません。
そのため、真鶴町では継続的に地下⽔のモニタリングを⾏い、地下⽔の状態を監視しています。これまでに得られたモニタリング結果の⼀部を下に掲載しています。

【モニタリング結果】
真鶴町域の地下⽔位（地下⽔の⾼さ）に⼤きな変化は無く、安定しています。
塩⽔化の指標となる⽔質（電気伝導度や塩化物イオン）から、塩⽔化の進⾏は表れていません。

【おわりに】
現在、塩⽔化の進⾏は表れていませんが、地下⽔は地⾯の中をゆっくり時間をかけて流れていくため、今後もモニタリングにより地下⽔の状態を確認していきます。
これからも町⼀体となって地下⽔を守っていきましょう。
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⑤枇杷窪地区

⑥真鶴岬地区

⑦真鶴港地区

③駅裏地区
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①岩沢川沿い地区
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②岩地区
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③駅裏地区
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④瀧門寺裏沢地区
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⑤枇杷窪地区
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⑥真鶴岬地区
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⑦真鶴港地区
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⑧役場周辺地区

地下水の塩素イオン濃度は100mg/L以下であり、海水と比べて非常に低い

モニタリング位置図 モニタリング結果

塩化物イオンの分布状況

岩海岸の海⽔の塩化物イオン濃度は約17,000mg/L
塩化物イオン濃度の⽔道⽔質基準は200mg/L以下


